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　当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費や設備投資に力強さが欠ける状
況が続き、円高基調も継続していることから、景気は横ばいの状態が続く結果となりました。
また、米国経済は緩やかな回復を維持しているものの、大統領選挙などの不確定要素をはら
んでおり、中国経済の減速や英国のEU離脱問題の影響も払拭できないことから、世界経済は
先行き不透明な状況が続きました。
　このような環境の下、当社グループの連結売上高は408億93百万円（前年同期比6.7％減）、連結
営業利益は54億76百万円（前年同期比2.8％減）、連結経常利益は52億80百万円（前年同期比7.3％
減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は36億34百万円（前年同期比35.4％増）となりました。
　今後につきましては、引き続き事業基盤の強化と企業価値の向上に努めてまいります。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援とご協力を賜りますよう、何とぞ
宜しくお願い申し上げます。

当第2四半期（2016年4月1日から9月30日まで）の業績

株主の皆様にはますますご清栄のことと拝察申し上げます。
ここに当社グループ第156期第2四半期（2016年4月1日から2016年9月30日まで）の
業績をご報告申し上げます。

取締役 代表執行役社長

株主の皆様へ
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日東紡グループは「健康・快適な生活文化を創造する」企業集団として
社会的存在価値を高め、豊かな社会の実現に貢献し続けます。

経営理念

深く  広く  強く  そして温かく

▪日東紡グループは社会の「ベストパートナー」を目指します。（日東紡
ＢＰ宣言）

▪私たちは、お客様の求めるものを絶えず追究し、お客様に「安心と信
頼」を誠実にお届けすることを喜びとします。

　また、企業活動を通じ株主・投資家・行政・地域社会等すべてのス
テークホルダー（社会）と共に喜びを分かち合うことを大切にします。

▪私たちは自立した一人ひとりの社員の可能性を尊び、自由闊達にアイ
デアを出し合いながらチームワークにより力を発揮する企業集団を目
指します。

▪私たち企業グループは社員の成長が会社の成長であることを信じ、社
員に成長と自己実現の機会を提供します。

　社員はまず第一に良き市民であり、深く考え、広く見渡し、果敢に行動
します。そして粘り強くやり遂げます。

日 東 紡 宣 言

TO OUR SHAREHOLDERS



当第2四半期 事業セグメント別業績

事業セグメント別の売上構成比は右グラフの通り
です。
また、当第2四半期の事業セグメント別の売上高、
営業利益は以下の通りです。

繊維事業では、主力の芯地販
売が低迷しました。一方、「日東
紡のふきん」などの二次製品販
売は好調に推移し、販路拡大に
向けた取組みを強化しました。

繊維事業

原繊材事業では、強化プラス
チック用途の販売が低迷しまし
たが、きめ細かな営業活動に
注力するとともに生産効率化、
燃料コスト改善を図りました。

原繊材事業

機能材事業では、高機能サー
バーや基地局向け等の電子材
料用途の需要に対応し、高付
加価値品へのシフトをさらに
推進しました。

機能材事業

設備材事業では、産業資材
向け製品の拡販とともに、堅
調な需要の戸建住宅用断熱材
においてシェア拡大や新規顧
客開拓に努めました。

設備材事業

環境・ヘルス事業では、免疫
系診断薬を中心に国内での売
上が安定的に推移しました。
また、飲料分野では多品種小
ロットの需要に応えました。

環境・ヘルス事業

繊維事業 6.1%
その他の事業 2.2%

原繊材事業 
28.3%

機能材事業
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事業内容

繊維事業部門

繊維事業トピックス
ストレッチ素材の二層構造糸Ｃ・Ｓ・ＹⓇや「日東紡の新しいふきん®」など、衣料用途から
生活に密着した製品まで幅広く提供しています。

ふきんとタオルのインターネット販売を開始
日東紡と株式会社暮しの手帖社が共同開発した「日東紡の新しいふきん®」は、2015年
にグッドデザイン・ロングライフデザイン賞を受賞しました。2016年7月から「とと姉ちゃん」
バージョンのインターネット販売を開始し、好評を得ています。8月には今治認定タオル
「BELOVED PURE®」のインターネット販売を開始しました。このBELOVED PURE®は、
ニットーボー新潟（株）の紡績技術により、極限までソフトに仕上げた二層構造糸（綿糸をさ
らに柔らかな手触りが特長の超長綿でカバーした糸）をパイル部分に贅沢に使用、今治でタ
オルに仕上げた新製品です。素材特性から、洗濯しても柔らかい風合いを長く保つことがで
き、吸水性も抜群です。Amazonにてお買い求めいただけますのでぜひお試しください。

専門学校での芯地講義を継続実施
（株）日東紡インターライニングでは、服飾系専門学校でファッション関係の仕事に携わっていく若者たちに特別講義を行って
います。本講義は、教授が接着芯地の重要性を学生に理解してもらいたいと、芯地ブランド「ダンレーヌ®」で有名な日東紡に
声を掛けたのがきっかけで始まり、文化服装学院で15年間継続しています。本年度上期は文化服装学院とファッションカレッ
ジ桜丘で開講、芯地の種類や貼り方による服のシルエットの違い、モアレ（表地と接着芯地の干渉により模様が浮き出る現象）
を防ぐ芯地選びなどを講義し、生徒から大変勉強になったという声を数多くいただきました。今後も、アパレル業界に就職して
服作りを進めていく学生たちに芯地の役割の重要性を伝えていきたいと考えています。

グラスファイバー事業部門

事業内容

グラスファイバーの糸を加工したガラスクロス等の高性能な機能
製品を、電子材料用途や産業資材用途等に提供しています。

事業内容

原繊材事業トピックス

機能材事業トピックス

ヤーン、ロービング、チョップドストランド等の特徴あるグラスファイバー原繊（糸状）
製品を、強化プラスチック用途や電子材料用途など幅広く提供しています。

極薄クロスの量産化開始
スマートフォンなどに使われる最先端の半導体パッケージ基板に、当社のガラスクロスが幅広く使われています。従来の最薄
クロス15μm（1μmは1mmの1000分の1）よりも、さらに薄い13μmクロスの量産化を開始しました。通常のEガラスに加え、
実装時の熱による反りの抑制が必要な用途向けに、熱膨張率の低いTガラスも準備しました。この技術により、従来不可能であっ
た薄いスマートフォンの実現に大きく貢献しています。また、最近は膨大な量の高周波信号を基板の中で処理するようになって
きており、情報を速く、信号強度の劣化なく伝播するため誘電率の低いNE-Glassクロスの15μmのサンプル供給を開始しまし
た。今後、仮想現実（VR）向けの情報処理用途などに広く使われると見込まれます。

低誘電グレードガラス繊維の生産能力を増強
グラスファイバー事業部門では、高速通信と省エネルギー化を可能にする低誘電グレードガラス繊維の「NE-Glassヤーン」

の生産能力を増強しました。
情報通信分野では、通信速度の高速化やSNSなどの通信サービスの高度化、さらにビッグデータの進展やAI発展に伴い、通
信基地局や高性能サーバで利用する高周波対応の回路の需要が増加しており、また自動車分野でも自動運転・衝突回避のため
のレーダー関連で高周波回路が利用されるようになっています。
これらの高周波回路に対応するプリント基板では、高速通信を阻害しないために、従来以上に伝送損失の少ない低誘電特性
を持ったガラスクロスの需要が高まっています。
グラスファイバー事業部門では、増産したNE-Glassヤーンを製織して「NE-Glassクロス」を生産し、基板メーカー等に供
給することで、これら高周波回路に対応した基板での利用の需要増加に応えてまいります。
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メディカル分野では体外診断薬やポリマー素材製品等を取り扱っています。また、清涼飲
料水の製造を行う飲料事業も展開しています。

事業内容

環境・ヘルス事業部門

環境・ヘルス事業トピックス

緑茶のラベルをリニューアル
ニットービバレッジ（株）は、主に、ペットボトルの清涼飲料水のOEM生産・販売を行っています。
市場ニーズに応える商品開発や、多品種小ロット生産により、多様化するお客様のご要望にきめ細かく
対応しています。
このたび、3種類ある自社ブランド商品のうち、緑茶のラベルをよりさわやかなイメージをお伝えする
ものにリニューアルしました。今後も、より多くのお客様にニットービバレッジ（株）の商品をお届けでき
るように努めてまいります。

JACLaS EXPO 2016に出展
9月22日～24日の3日間、ニットーボーメディカル（株）は、臨床検査機器・試薬・システムの展示会で
ある「JACLaS EXPO 2016」に出展しました。今回は、関連会社であるNittobo America Inc.で製造・
販売する試薬の原料となる抗血清の普及に向け、新たなプロモーションを開始しました。
国内だけでなく、海外からも多くのお問い合わせをいただき、ニットーボーメディカル（株）と

Nittobo America Inc.の製品を広くアピールすることができました。

GPEC2016に出展
7月27日～29日の3日間、グリーン事業部は、施設園芸・植物工場の展示会である「GPEC2016」に
出展しました。グリーン事業部が国内で販売するロックウール培地の製造元であるロックウールインター
ナショナル社が「オランダにおける次世代温室の栽培」と題して講演し、来場者にGRODAN®※ロック
ウールの性能を知っていただくことができました。
また、効果的に培地の水分を測れる新しい水分計（GroSens®※）を展示し、新水分計の使用による
栽培効率の向上をアピールしました。

※「GRODAN」「GroSens」はロックウールインターナショナル社の登録商標

土木・建築用途や産業用途の幅広いグラスファイバー製品や、
住宅用断熱材用途等の高性能なグラスウールを提供しています。

事業内容

設備材事業トピックス

新商品 グラスウール断熱材「ハウスロン ZERO®」
パラマウント硝子工業（株）は、今年6月に新製品「ハウスロン ZERO®」を発売しました。ハウスロン ZERO®は、グラスウー
ル断熱材の主軸製品であった、「eキューズ®」のバインダー（接着剤）をノンホルムアルデヒドの合成樹脂に変更した製品で、こ
れからの主力製品です。従来の製品もホルムアルデヒド放散量が規定値以下でしたが、ハウスロン ZERO®はホルムアルデヒド
を一切使用しておらず、環境にやさしい製品です。また、施工時の感触がさらに改善されたとの声をいただいています。商品名は、
2014年に販売終了した「ハウスロン®」が長期にわたり市場で高い評価を得ていたことから、そのブランド名を引き継ぎました。
当初は壁用サイズのみを販売していましたが、現在は天井用サイズの製品もそろえています。今後も製品ラインナップをさらに
充実させてまいります。

トヨタホーム株式会社より優秀賞および感謝状を受賞
4月19日に名古屋市のウェスティンナゴヤキャッスルで開催された「2016年度トヨタホーム方針説明会」で、優秀賞および感
謝状を受賞しました。
この表彰は、トヨタホーム株式会社の仕入先会社約160社を対象に、原価改善、品質管理の観点から実施されるもので、今

回は43社が表彰されました。
日東紡は、原価改善の期待値達成率がAランクであったことから、優秀賞を受賞しました。また、品質管理では、市場クレーム：
ゼロ、 誤欠品・不具合：ゼロ、納期遵守率：100%との評価をいただき、感謝状が贈られました。
これからも、お客様に誠実に向き合い、安心と信頼をさらに高めてまいります。

グラスファイバー事業部門
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連結貸借対照表（要旨） （百万円）

科　目
当第2四半期
連結会計期間末

2016年9月30日

前期末
2016年3月31日

（資産の部）
流動資産 67,389 65,859

　現金及び預金 19,617 17,891

　受取手形及び売掛金 24,030 23,898

　たな卸資産 21,619 21,195

　その他 2,123 2,874

固定資産 71,108 76,895

　有形固定資産 42,760 45,072

　　建物及び構築物 12,582 13,245

　　機械装置及び運搬具 8,309 9,579

　　土地 17,239 17,396

　　その他 4,630 4,850

　無形固定資産 1,755 1,891

　投資その他の資産 26,593 29,932

　　投資有価証券 22,155 26,599

　　その他 4,438 3,332

資産合計 138,498 142,755

　 （百万円）

科　目
当第2四半期
連結会計期間末

2016年9月30日
前期末

2016年3月31日

（負債の部）
流動負債 27,845 29,221

　支払手形及び買掛金 7,695 7,424

　短期借入金・
　1年内返済予定の長期借入金

12,882 13,492

　その他 7,268 8,304

固定負債 37,441 38,078

　長期借入金 14,303 14,439

　退職給付に係る負債 12,424 12,879

　その他 10,714 10,760

負債合計 65,287 67,299

（純資産の部）
株主資本 71,784 69,347

　資本金 19,699 19,699

　資本剰余金 23,107 23,107

　利益剰余金 37,935 35,495

　自己株式 △8,958 △8,954

その他の包括利益累計額 560 5,251

　その他有価証券評価差額金 3,087 6,177

　為替換算調整勘定 △432 1,315

　退職給付に係る調整累計額 △2,094 △2,241

非支配株主持分 866 856

純資産合計 73,211 75,455

負債純資産合計 138,498 142,755

財務諸表（連結） F INANCIAL  DATA (CONSOL IDATED)
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連結損益計算書（要旨） （百万円）

科　目
当第2四半期
連結累計期間
2016年4月 1日～
2016年9月30日　

前第2四半期
連結累計期間
2015年4月 1日～
2015年9月30日　

売上高 40,893 43,808

売上原価 26,237 29,232

売上総利益 14,656 14,576

販売費及び一般管理費 9,179 8,941

営業利益 5,476 5,634

営業外収益 394 428

営業外費用 590 365

経常利益 5,280 5,697

特別利益 5 211

特別損失 55 1,544

税金等調整前四半期純利益 5,230 4,363

法人税等 1,573 1,668

四半期純利益 3,657 2,695

非支配株主に帰属する四半期純利益 22 10

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,634 2,684

連結キャッシュ・フロー計算書（要旨） （百万円）

科　目
当第2四半期
連結累計期間
2016年4月 1日～
2016年9月30日　

前第2四半期
連結累計期間
2015年4月 1日～
2015年9月30日　

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,303 8,883

投資活動によるキャッシュ・フロー △924 △6,124

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,116 △745

現金及び現金同等物に係る換算差額 △472 55

現金及び現金同等物の増減額
（△は減少） 1,790 2,068

現金及び現金同等物の期首残高 17,466 15,481

現金及び現金同等物の四半期末残高 19,256 17,550

財務諸表（連結） F INANCIAL  DATA (CONSOL IDATED)
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⃝ 企業詳細
社　　　名 日東紡（登記名：日東紡績株式会社）

本店所在地 福島市郷野目字東1番地

本部所在地  〒102-8489  東京都千代田区麹町二丁目4番地1

創業年月日 明治31年 2月　郡山絹糸紡績株式会社（郡山）設立
 大正 7年 4月　福島精練製糸株式会社（福島）設立
 大正12年 4月　日東紡績株式会社創立

資　本　金 196億円

従　業　員 774名（2016年3月31日現在）

ホームページ http://www.nittobo.co.jp

⃝ 主な営業所・工場・研究所等
大阪支店 〒541-0043 大阪市中央区高麗橋4-3-10
  （日生伏見町ビル新館）

名古屋支店 〒460-0003 名古屋市中区錦2-14-21
  （円山ニッセイビル）

福島工場 〒960-8161 福島市郷野目字東1

富久山事業センター 〒963-8061 郡山市富久山町福原字塩島1

新潟事業センター 〒950-0065 新潟市東区東新町6-50

泊事業センター 〒939-0744 富山県下新川郡朝日町平柳500

伊丹生産センター 〒664-8501 伊丹市桑津1-6-1

千葉事業センター 〒263-0004 千葉市稲毛区六方町210

福島研究所（福島工場内）

⃝ 連結子会社 （2016年10月1日現在）

（株）日東紡インターライニング ニットーボー新潟（株）

日東紡（中国）有限公司 富士ファイバーグラス（株）

日東グラスファイバー工業（株） NITTOBO ASIA Glass Fiber Co., Ltd.

日東グラステックス（株） （株）双洋

日東紡澳門玻纖紡織有限公司 パラマウント硝子工業（株）

（株）日東紡テクノ ニットーボーメディカル（株）

ニットービバレッジ（株） 日東紡エコロジー（株）

Nittobo America Inc. 

 その他5社

⃝ 取締役 （2016年10月1日現在）

取 締 役 辻　　　裕　一 　

取 締 役 西　坂　豊　志 　

取 締 役 増　田　米　博 　

取 締 役 相 談 役 南　園　克　己 　

社 外 取 締 役 濵　　　邦　久 　

社 外 取 締 役 香　田　忠　維 　

社 外 取 締 役 上　林　　　博 　

社 外 取 締 役 尾　内　正　道 　

⃝ 執行役 （2016年10月1日現在）

代 表 執 行 役 社 長 辻　　　裕　一 ※

専 務 執 行 役 戸　田　数　久 　

常 務 執 行 役 増　田　米　博 ※

執 行 役 野　崎　　　有 　

執 行 役 木　村　和　博 　

執 行 役 日　山　克　彦 　

執 行 役 前　山　　　茂 　

執 行 役 今　野　敏　裕 　

執 行 役 宇津木　和　之 　

執 行 役 五十嵐　和　彦 　

執 行 役 谷　川　治　仁 　

 ※は取締役兼務

⃝ 技　監 （2016年10月1日現在）

技 監 竹　内　　　実 　

⃝ アドバイザー

みずほフィナンシャルグループ  
　名誉顧問 齋　藤　　　宏氏

伊藤忠商事株式会社  
　代表取締役社長 岡　藤　正　広氏

会社概要 CORPORATE PROF I LE
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⃝ 株式の状況 （2016年9月30日現在）

発行済株式総数 247,677,560株

株主数 12,293名

⃝ 所有者別分布状況 （2016年9月30日現在）

⃝ 大株主 （2016年9月30日現在）

株　　主　　名 持株数（千株） 出資比率（％）

住友不動産（株） 11,917 5.98

日本マスタートラスト信託銀行（株）（信託口） 11,664 5.86

日本トラスティ・サービス信託銀行（株）（信託口） 9,172 4.60

日本生命保険（相） 8,073 4.05

BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD AC ISG（FE-AC） 7,027 3.53

第一生命保険（株） 6,580 3.30

（株）TSIホールディングス 6,220 3.12

ユニゾホールディングス（株） 5,567 2.79

住友生命保険（相） 5,412 2.72

（株）みずほ銀行 5,000 2.51

※出資比率は、自己株式を除いて算出しています。

自己株式　19.58%

個人・その他
9.72%

外国人　11.08%

その他国内法人　26.46%

証券会社　3.11%

金融機関　30.05%

株式情報 STOCK INFORMATION
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⃝ 株式事務に関するご案内

証券会社等に口座をお持ちの場合
証券会社等に口座をお持ちでない場合

（特別口座の場合）

郵便物送付先
電話お問合せ先

お取引の証券会社等になります。

株主名簿管理人
〒168-8507
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部

フリーダイヤル　　0120-288-324
（土・日・祝休日を除く9：00～17：00）

各種手続きお取扱店
　（住所変更および株主配当金
　　受取り方法の変更等）

みずほ証券株式会社
　本店、全国各支店およびプラネットブース
　（株式会社みずほ銀行内の店舗）

みずほ信託銀行株式会社
　本店および全国各支店
　＊トラストラウンジ（ご相談専用窓口）では、
　　お取扱できません。

未払い配当金のお支払
みずほ信託銀行株式会社および株式会社みずほ銀行の本店および全国各支店

（みずほ証券株式会社では、取次のみとなります。）

ご注意

支払明細発行については、右の「証券会社等に
口座をお持ちでない場合（特別口座の場合）」の
郵便物送付先・電話お問合せ先・各種手続きお
取扱店をご利用ください。

特別口座では、単元未満株式以外の売却を行う
ことはできません。また、単元株式を売却する
には、証券会社にお取引口座を開設し、特別口
座から株式を振り替えるお手続きが必要です。

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月下旬

基 準 日 定時株主総会の議決権 毎年3月31日
期末配当金 毎年3月31日
中間配当金 毎年9月30日
その他必要があるときは、あらかじめ公告をして定めます。

公 告 方 法 当社のホームページ（http://www.nittobo.co.jp/）に掲載します。
ただし、事故やその他のやむを得ない事由によって電子公告による公告をすることができない場合は、日本経済
新聞に掲載します。

証 券 コ ー ド 3110

単 元 株 式 数 1,000株

上 場 取 引 所 株式会社東京証券取引所

株主名簿管理人 東京都中央区八重洲一丁目2番1号　みずほ信託銀行株式会社

株主メモ INVESTOR INFORMATION



証券コード：3110

日東紡 株主通信
第156期

2016年4月1日 ～ 2016年9月30日

■

株主の皆様へ

■

事業紹介

■

財務ハイライト（連結）

■

財務諸表（連結）

日東紡績株式会社
〒102-8489 東京都千代田区麹町二丁目4番地1（本部所在地）


